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	SAMおよびHDドメイン含有デオキシヌクレオシド三リン酸トリホスホヒドロラーゼ1（SAMHD1） Homo sapiens この遺伝子は、自然免疫応答の調節に関与している可能性がある。コードされているタンパク質はウイルス感染に反応して発現が上昇し、腫瘍壊死因子α（TNF-α）による炎症誘発反応の媒介に関与している可能性がある。この遺伝子の変異は、エカルディ・グティエール症候群と関連付けられている。[RefSeq提供、2010年3月],機能：TNF-αシグナル伝達に対する炎症誘発反応の媒介に関与している可能性がある。,誘導：インターフェロンγによる。 TNF-α処理肺線維芽細胞において発現が上昇する。,類似性：HDドメインを1つ含む。,類似性：SAM（sterile alpha motif）ドメインを1つ含む。,組織特異性：心臓、骨格筋、脾臓、肝臓、小腸、胎盤、肺、末梢血白血球で発現する。脳および胸腺では発現が認められない。,
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	SAMHD1 ポリクローナル抗体を使用した PC12 細胞のウエスタン ブロット分析。二次抗体は 1:20000 に希釈されました。
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